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調査概要

調査事業・WEBアンケート時期

• 経済産業省 平成26年度(2014年度) 産業技術調査事業「産業界と教育機関の人材の質的・量的需給ミスマッチ調査」2015年1月下旬～2月上旬に実施。
• 経済産業省 平成28年度(2016年度) 産業技術調査事業「理工系人材を中心とする産業人材に求められる専門知識分野と大学等における教育の状況に関する実態調査」2017年1月に実施。
• 内閣府 平成31年度(2019年度) 科学技術基礎調査等委託事業「産業界と教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」2019年12月～2020年1月上旬に実施。
• 内閣府 令和３年度（2021年度） 科学技術基礎調査等委託事業「産業界と教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」2021年6月に実施。
（※）年齢（20歳以上45歳未満）、学歴（高等専門学校・大学院・大学院卒業・修了）、勤務形態（正社員、契約、自営業等）を条件に、複数のweb調査会社が全国から集めたインターネット会員から、
無作為に社会人を抽出、webアンケートを実施。

• 20歳以上〜45歳未満で、⾼等専⾨学校、大学、大学院を卒業した、正社員、契約、自営業等の雇⽤形態で
働く社会⼈にWEBアンケート（※）を実施。

円グラフ

• 外側：2021年度調査の回答者数
• 内側：2019年度調査の回答者数

棒グラフ

• オレンジ：2021年度調査の回答者数
• 青：2019年度調査の回答者数
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• 社会人の出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係を職種別に見ると、回答者集団によってば
らつきはあるものの、業務の関連度が高いとやりがいも高い傾向にある。

• 事務系職種は業務の関連度・やりがいともに比較的低く、専門職は比較的高い。技術系職種はおお
むねその中間に位置している。

出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係①

＜社会人の出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係（2019年度・2021年度）＞
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や
り
が
い

出身学問分野と業務との関連度 出身学問分野と業務との関連度

回答者数
45,637

回答者数
59,836



• 社会人の出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係を出身学部・学科別に見ると、学部・学科に
よってばらつきはあるものの、おおむね、理系出身者は業務の関連度・やりがいともに比較的高い傾向
にある。

出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係②

＜社会人の出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係（全職種、2019年度・2021年度）＞

や
り
が
い

出身学問分野と業務との関連度 出身学問分野と業務との関連度

回答者数
45,637

回答者数
59,836
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• 技術系職種の社会人についても、出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係を業種別に見ると、
業種毎にばらつきはあるものの、業務の関連度が高いとやりがいも高い傾向。

• 情報系の業種については、出身学問分野との関連が他業種に比べて比較的低く、やりがいも比較的
小さい傾向にあり、出身学問分野との関連がやりがいにも影響している可能性。

出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係③

＜社会人の出身学問分野と業務の関連度とやりがいの関係（技術系、2019年度・2021年度）＞

回答者数
11,249

回答者数
14,476
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出身学問分野と業務との関連度 出身学問分野と業務との関連度



• 業務において最も重要な分野については、技術系、事務系で異なっており、技術系においては、機械、
情報、電気分野が重要との回答が多い。事務系においては、経営関連や法学、経済が重要との回答
が多くなっている。

業務で重要な学問分野について

＜業務で重要な分野（技術系、2021年度）＞

＜（参考）業務で重要な分野（事務系、2021年度）＞

回答者数
14,091

回答者数
27,170
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• 業務で情報分野が重要と回答した社会人の分布を業種・職種別に見ると、情報系のみならず、幅広
い業種・職種で情報分野が重要と回答されている。

業務で情報分野が重要とされる業種・職種について

＜情報分野が業務で重要と回答した社会人の分布（業種別、職種別（上位10業種・職種のみ）、2021年度）＞

回答者数
4,900

（業種別）

（職種別）

回答者数
5,010



＜業務で重要と考える分野と異なる分野出身者の割合（％、業種別、2021年度）＞

業務で重要な分野と出身学問分野とのギャップ①
• 業務で重要な分野と異なる学問分野を出身とする回答者の数を分野毎・業種毎に合計し、全回
答者数に対する割合を算出。全職種で見ると情報系含め様々な業種で分野ギャップが存在する
が、技術系で見ると、情報系業種で特に大きなギャップが存在する。
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（全職種）（技術系）
回答者数

13,974
回答者数

53,213



• 技術系職種の社会人におけるソフトウエア・情報システム開発の分野ギャップは、過去の調査年にお
いても高い。

業務で重要な分野と出身学問分野とのギャップ②

＜業務で重要と考える分野と異なる分野出身者の割合（％、業種別、技術系、 2014年度・2016年度・2019年度・2021年度）＞
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2014（回答者数：9,542）
2016（回答者数：10,464）
2019（回答者数：10,931）
2021（回答者数：13,974）



• 情報系業種における技術系職種について、出身学問分野を見ると、情報系のみならず、社会、経済
や哲学、文学といった文系の出身者も多い傾向。

情報系業種における社会人の出身学問分野①

＜情報系業種における社会人の出身学問分野と業務に重要な分野（技術系、2021年度）＞
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回答者数
3,128

回答者数
3,167



• 情報系業種において、業務において情報系の分野が最重要との回答者が多い一方、回答者の出身
学問分野が情報系のみならず、社会、経済や哲学、文学といった文系の出身者も多いという傾向は、
技術系職種のみならず、全職種で見ても同様の傾向にある。

情報系業種における社会人の出身学問分野②（全職種）

＜情報系業種における社会人の出身学問分野と業務に重要な分野（全職種、2021年度）＞
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回答者数
4,549

回答者数
4,526



• 情報系業種の技術系職種において、情報系のみならず、社会、経済や哲学、文学といった文系の出
身者も多いという傾向は、女性において顕著である。

情報系業種における社会人の出身学問分野③（性別）

＜情報系業種における社会人の出身学問分野と業務に重要な分野（技術系、性別、2021年度）＞
（男性） （女性）

回答者数
2,202
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回答者数
2,225

回答者数
926

回答者数
942



○２５－２９歳 ○４０－４４歳○２０－２４歳 ○３５－３９歳○３０－３４歳

• 情報系業種の技術系職種において、回答者の出身学問分野を世代別に見ると、情報系の学問の出
身者の割合が世代が若くなるにつれて低下する一方、文系出身者が増加する傾向にある。

情報系業種における社会人の出身学問分野④（世代別・技術系）

上記文系出身者
割合の合計 51% 42% 35% 31% 32%

＜情報系業種における社会人の出身学問分野（技術系、年齢層別、2021年度）＞

回答者数
208

回答者数
502

回答者数
588

回答者数
699

回答者数
1,131

※出身学問分野のうち、情報系・文系のみ抜粋
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○２５－２９歳 ○４０－４４歳○２０－２４歳 ○３５－３９歳○３０－３４歳

• 情報系業種において、情報系の学問の出身者の割合が世代が若くなるにつれて低下する一方、文
系出身者が増加する傾向は、技術系のみならず情報系業種の全職種で見ても同様である。

情報系業種における社会人の出身学問分野⑤（世代別・全職種）

上記文系出身者
割合の合計 58% 52% 49% 43% 42%

＜情報系業種における社会人の出身学問分野（全職種、年齢層別、2021年度）＞

回答者数
288

回答者数
774

回答者数
914

回答者数
1,026

回答者数
1,547

※出身学問分野のうち、情報系・文系のみ抜粋
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• 技術系職種の業務においてニーズの高い、機械、電気分野について、出身学問分野を見ると、
おおむね、業務で重要な分野と整合的。

（参考）機械・電気業種の業務で重要な分野と出身学問分野の関係

＜機械・電気業種における出身学問分野と業務に重要な分野（技術系、2021年度）＞
（機械） （電気）

回答者数
3,312
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回答者数
3,308

回答者数
1,935

回答者数
1,928
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• 事業展開・成長に重要な分野の回答を見ると、技術系・事務系ともに、情報分野が重要との回答が
多い。事務系では、業務で重要とする回答者の割合と比較して大きく増大。

事業展開・成長に重要な分野①

＜事業展開・成長に重要な分野（技術系および事務系、2021年度）＞
（技術系） （事務系）

回答者数
14,111

回答者数
14,091

回答者数
12,090

回答者数
29,107

回答者数
27,170

回答者数
21,935



• 多くの業種において、情報分野は、足元の業務において重要という回答以上に、事業展開・成長に重要な
分野であるとの回答が多くなっている。

事業展開・成長に重要な分野②（業種別）

＜事業展開・成長に重要な分野（業種別、2021年度）＞
（機械） （化学）
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（電気）

（流通） （金融） （材料）

回答者数
5,221

回答者数
4,520

回答者数
3,153

回答者数
2,670

回答者数
3,955

回答者数
3,301

回答者数
3,836

回答者数
3,013

回答者数
3,235

回答者数
2,709

回答者数
1,567

回答者数
1,267
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• 事業展開・成長に情報分野が重要と回答した社会人の分布を業種・職種別に見ると、情報系のみな
らず、幅広い業種・職種で情報分野が重要と回答されている。

事業展開・成長に情報分野が重要と回答した業種・職種について

＜情報分野が事業展開・成長に重要と回答した社会人の分布（業種別、職種別（上位10業種・職種のみ）、2021年度）＞

回答者数
8,022

（業種別）

（職種別）

回答者数
8,178



• 技術系職種の社会人について、事業展開・成長に重要な学問分野を見ると、機械、情報が重要との
回答が多く、情報分野で幅広いニーズが存在。

• 2019年度、2021年度ともに同様の傾向。

事業展開・成長に重要な分野③（技術系）

＜社会人の事業展開・成長に重要な分野（技術系、2019年度・2021年度）＞
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2019（回答者数：10,025）
2021（回答者数：11,724）



• 技術系職種の社会人において、事業展開・成長に重要な学問分野として回答の多かった情報分野
を細分化すると、特に人工知能・機械学習が重要との回答が多いことがわかる。

• 人工知能・機械学習が重要との回答は2014年度調査から2016年度調査にかけて急増。

事業展開・成長に重要な分野④（技術系、情報分野）

＜社会人の事業展開・成長に重要な分野（技術系、情報分野、2014年度・2016年度・2019年度・2021年度）＞
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2014（回答者数：9,542）
2016（回答者数：9,510）
2019（回答者数：10,025 ）
2021（回答者数：11,724 ）



• 事務系職種の社会人において、事業展開・成長に重要な学問分野を見ると、経営や法律といった分
野が重要との回答が多い。また、技術系職種と同様に、情報分野が重要との回答も多い。

事業展開・成長に重要な分野⑤（事務系）

＜社会人の事業展開・成長に重要な分野（事務系、2019年度・2021年度）＞
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2019（回答者数：17,607）
2021（回答者数：20,278）



• 事務系職種の社会人において、事業展開・成長に重要な学問分野として回答の多かった情報分野
を細分化すると、技術系職種と同様、人工知能・機械学習が重要との回答が多い。その他、ネット
ワーク、ソフト・アプリなど幅広い分野でニーズが存在。

事業展開・成長に重要な分野⑥（事務系、情報分野）

＜社会人の事業展開・成長に重要な分野（事務系、情報分野、2019年度・2021年度）＞
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2019（回答者数：17,607）
2021（回答者数：20,278）



• 技術系職種の社会人について、学びなおしたい学問分野を見ると、機械、情報（ハード・ソフト・アプリ
基盤系） 、経営関連の分野を学びなおしたいとの回答が多い。

学びなおしたい学問分野①（技術系）

＜社会人が学びなおしたい学問分野（技術系、2016年度・2021年度）＞
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2016（回答数：13,185）
2021（回答数：16,301）



• 事務系職種の社会人について、学びなおしたい学問分野を見ると、経営関連、社会科学関連の分野
を学びなおしたいとの回答が多いが、情報系のニーズも比較的大きい。

学びなおしたい学問分野②（事務系）

＜社会人が学びなおしたい学問分野（事務系、2016年度・2021年度）＞

2016（回答数：25,746）
2021（回答数：31,402）
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2019年度から上昇した職種 2019年度から下降した職種

19

40

34

13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やりがい

ワークライフバランス

2019年度から上昇した業種 2019年度から下降した業種

• 社会人のワークライフバランスとやりがいについて、職種毎、業種毎に２０１９年度調査結果と比較す
ると、ワークライフバランスが上昇した職種・業種が多数を占めるものの、業務のやりがいは下降した職
種・業種が多い。

（参考）ワークライフバランスとやりがいの変化

＜社会人のワークライフバランスとやりがいの経年変化（2019年度・2021年度）＞

24
※回答者の数値を業種・職種毎に平均し、2019年度の調査結果と比較し、数値が上昇した職種・業種、下降した職種・業種をカウント。

職種 職種

職種 職種

業種 業種

業種 業種

（全39職種） （全53業種）



調査結果のポイント

• 全業種・職種的に、出身学問分野と業務の関連度合いが高いとやりがいも高い傾向。学びがやり
がいにも影響を与えている可能性。

• 情報系の技術系職種では出身学問分野と業務の関連度合い・やりがいが他の業種に比べて低く、
学んだ分野と業務で重要な分野の乖離がやりがいにも影響している可能性。

• 情報系業種の技術系職種において、出身学問分野と業務で重要な分野のギャップは他業種に比べ
て大きく、過去の調査結果からその傾向は継続。情報系業種の社会人の出身学問分野を見ると、
技術系・事務系を問わず、世代を超えて文系出身者も多く、情報系業種で必要とされる分野と学
びのギャップの問題は、改善の傾向がみられない。

• むしろ、技術系においては、若い世代ほどその傾向が高く、業務で重要な分野と出身学問分野の
ギャップはますます拡大している可能性。

• 技術系において、機械・電気といった業務で重要とされる回答の多い分野では、これらを出身学問分
野とする社会人の割合も多いが、情報系業種で重要な分野と学びのギャップが解消されない中で、
技術系人材の輩出分野が固定化されている可能性も否定できない。

• 情報分野が重要との回答は、技術系のみならず、事務系の職種も含め、幅広い業種・職種でみら
れており、今後の事業展開・成長に必要な分野としても、幅広い業種・職種において、情報分野に
対するニーズは増大。中でも人工知能分野に対するニーズは技術系・事務系を問わず大きい。情報
分野に対するニーズの一層の増大が見込まれる中で、学びとのギャップの解消は喫緊の課題。
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